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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年3月4日(2009.3.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の電子フォームテンプレートに由来するアスペクトのグラフィカルな選択を可能に
し、
　前記アスペクトの選択を受け取り、
　前記選択に応答して、前記選択されたアスペクトを第２の電子フォームテンプレートに
追加する
　ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記選択を受け取るアクトが、グラフィカルに選択することが可能にされた全部のアス
ペクトに満たないアスペクトの選択を受け取ることを含むことを特徴とする請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　前記追加するアクトが、前記選択されたアスペクトのみを追加することを含むことを特
徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記可能にするアクトが、非構造アスペクトの選択を可能にすることを含むことを特徴
とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記受け取るアクトが、前記非構造アスペクトのうちの１つの選択を受け取ることを含
み、さらに前記方法が、前記第２の電子フォームテンプレートの既存のデータ構造が前記
第１の電子フォームテンプレートに由来して前記非構造アスペクトに関連付けられている
構造アスペクトに類似する場合に、該既存のデータ構造に前記非構造アスペクトをマッピ
ングすることを含むことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記可能にするアクトが、前記第１の電子フォームテンプレートの一部の書式設定を決
定するアスペクトのグラフィカルな選択を可能にすることを含み、前記受け取るアクトが
、この書式設定アスペクトの選択を受け取ることを含み、前記第２の電子フォームテンプ
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レートの書式設定が変更されるように、前記追加するアクトが、この書式設定アスペクト
を前記第２の電子フォームテンプレートに追加することを含むことを特徴とする請求項１
に記載の方法。
【請求項７】
　前記可能にするアクトが、前記第１の電子フォームテンプレートの少なくとも一部を統
制するデータ構造を含むアスペクトのグラフィカルな選択を可能にすることを含み、前記
受け取るアクトが、このデータ構造アスペクトの選択を受け取ることを含み、前記追加す
るアクトが、前記データ構造を前記第２の電子フォームテンプレートに追加することを含
むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　電子フォームテンプレートの１つまたは複数のデザイナ作成アスペクトのグラフィカル
な選択を可能にし、
　前記電子フォームテンプレートのデザイナ作成アスペクトの選択を受け取り、
　パッケージングされたアスペクトを別の電子フォームテンプレートに追加することがで
きるように、前記選択されたデザイナ作成アスペクトをパッケージングする
　ことを特徴とする方法。
【請求項９】
　前記可能にするアクトが、前記電子フォームテンプレートのレンダリングされたビュー
を介して選択を可能にすることを含むことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記可能にするアクトが、前記電子フォームテンプレートのすべてのデザイナ作成アス
ペクトの選択を可能にすることを含み、前記受け取るアクトが、前記電子フォームテンプ
レートのすべてのデザイナ作成アスペクトの選択を受け取ることを含むことを特徴とする
請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記パッケージングするアクトが、拡張可能マークアップ言語を用いて前記選択された
デザイナ作成アスペクトをパッケージングし保存することを含むことを特徴とする請求項
８に記載の方法。
【請求項１２】
　デザイナにより作成された非構造アスペクトの選択を可能にし、
　前記非構造アスペクトの選択を受け取り、
　前記選択された非構造アスペクトが電子フォームテンプレートに追加されるように、前
記選択された非構造アスペクトを該電子フォームテンプレートのデータ構造にマッピング
する
　ことを特徴とする方法。
【請求項１３】
　前記選択された非構造アスペクトが別の電子フォームテンプレートに由来することを特
徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記可能にするアクトが、前記非構造アスペクトのグラフィカルな選択を可能にするこ
とを含むことを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記電子フォームテンプレートのデータ構造が、前記選択された非構造アスペクトをマ
ッピングすることが可能なデータ構造の一つであるかどうかを判断することをさらに含む
ことを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　コンピュータ可読命令を備えた１つまたは複数のコンピュータ可読記録媒体において、
該コンピュータ可読命令は、該コンピュータによって実行される時に、
　第１の電子フォームテンプレートのデザイナ作成アスペクトの選択を可能にするアクト
と、
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　前記第１の電子フォームテンプレートのデザイナ作成アスペクトの選択を受け取るアク
トと、
　再利用のために前記選択されたデザイナ作成アスペクトをパッケージングするアクトと
、
　前記パッケージングされたアスペクトを第２の電子フォームテンプレートに追加するア
クトと
　を前記コンピュータに実行させることを特徴とするコンピュータ可読記録媒体。
【請求項１７】
　前記命令は、前記デザイナ作成アスペクトのグラフィカルな選択を可能にすることを含
むように、前記可能にするアクトを前記コンピュータに実行させることを特徴とする請求
項１６に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項１８】
　前記パッケージングされたアスペクトの１つが非構造的であり、前記命令は、前記非構
造的なパッケージングされたアスペクトを前記第２の電子フォームテンプレートのデータ
構造にマッピングすることを含むように、前記追加するアクトを前記コンピュータに実行
させることを特徴とする請求項１６に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項１９】
　前記命令は、前記第２の電子フォームテンプレートのデータ構造が前記非構造的なパッ
ケージングされたアスペクトに関連付けられた前記第１の電子フォームテンプレートの構
造アスペクトに類似するかどうかを判断するアクトを、さらに前記コンピュータに実行さ
せることを特徴とする請求項１８に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項２０】
　前記命令は、
　前記パッケージングされたアスペクトのグラフィカルな選択を可能にするアクトと、
　前記パッケージングされたアスペクトの選択を受け取るアクトと
　をさらに前記コンピュータに実行させ、
　前記パッケージングされたアスペクトを追加するアクトが、前記パッケージングされた
アスペクトの選択を受け取るアクトに応答して行われることを特徴とする請求項１６に記
載のコンピュータ可読記録媒体。
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